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日本再興戦略における
JETプログラムの役割

　アベノミクスで放たれた大胆な金融政策という
第一の矢、機動的な財政政策という第二の矢に続
き、第三の矢としての「日本再興戦略」。その改
訂版に記載されたJETプログラムに関するエッセ
ンスを説明する。
　まず背景として、少子高齢化による人口減少社
会への突入という日本の経済社会が抱える大きな
課題を前に、日本経済を本格的な成長軌道に乗
せ、経済の好循環を引き続き回転させていくため
には、日本経済全体としての生産性を向上させ、
「稼ぐ力（＝収益力）」を強化していくことが不可
欠であるという認識がある。
　そのためには、女性の活躍促進は勿論のこと、
優秀な高度外国人材をわが国に呼び込み、定着さ
せることが重要であるとしている。
　ビジネス展開の世界標準化に伴い、グローバル

人材の獲得競争が激化する中、外国人の日本に対
する理解の醸成や留学生の受け入れ拡大、国内企
業への就職支援とともに、JETプログラム終了者
の国内での活躍促進が肝要であり、2015年度から
省庁横断的な取り組みを実施することとしている。

JETプログラムキャリアフェア2015の
概要

　2015年２月９日、グローバル人材を求める企
業・団体と、国際感覚を身につけた人材である
JETプログラム終了予定者双方のニーズを踏ま
え、日本国内において互いの出会いの場を提供す
る事業として、千葉市内、東京ベイ幕張ホールに
おいてJETプログラムキャリアフェア2015を開
催した。会場は少しでも多くの企業情報を収集し
ようとする400人を超すJETプログラム終了予定
者と、61の出展企業・団体の熱気に溢れ、３時間
に及ぶ開催時間の終了間際までその熱気は衰える
ことがなかった。

JETプログラムの
活用について

　2014年９月、総務省、外務省、文部科学省の三省連名で「外国語教育の充実、地域における国際交
流の推進及び諸外国との相互理解の増進のためのJETプログラムによる外国語指導助手の活用促進につ
いて」が発出され、その中で、小学校における英語教育実施学年の早期化に向けて、2019年度までに
JETプログラムALT（JET-ALT（外国語指導助手））を6,400人以上配置することを目指すとしている。
　東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、今後、増加が見込まれるJETプログラム参加者。
　今回の特集では、JETプログラム終了者の日本での活躍促進や、JET活用促進に向けたクレアの新た
な取り組みを周知するとともに、スポーツ分野、文化分野、経済分野および外国語教育分野における
JETプログラムの多面的な活用事例を紹介し、時勢に対応した活用の魅力を伝える。
　また、ALTのより効果的な活用について、先に行われた意見交換会の様子を報告し、今後のALT活用
における有用な意見の情報共有を図る。

特 集

（一財）自治体国際化協会JETプログラム事業部調整課

日本でのJETプログラム終了者の
活躍促進に向けたクレアの新たな取り組み1
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　本キャリアフェアにおける実際の採用は、JET
プログラムの任期満了後となるため、最終的な
マッチング結果は、今後実施する調査を待つこと
となるが、一人でも多くのJETプログラム終了予
定者が、任期満了後、日本国内の企業に雇用され、
日本というステージで活躍する可能性を広げられ
るならば、日本再興戦略に盛り込まれた「高度外
国人材の日本での活躍」を推し進める上で、有意
義な事業といえる。

今後のキャリア支援の取り組み

　JETプログラム終了後のキャリアの選択肢を示
すこと、また、その内容が魅力的であることは、
潜在的なJETプログラムへの興味を掘り起こし、
応募者を増加させることにつながる。

　他方、日本企業のアジア圏、特に成長著しい東
南アジア諸国への海外進出意欲は旺盛であり、イ
ンバウンドも含め、彼らの経済成長活力を取り込
むことは日本企業の成長に必要不可欠となってお
り、企業側の観点からも、高度外国人材の獲得
ニーズは日増しに高まっている。
　こうした背景から、当協会では2015年度、首
都圏開催のほか、大阪市内を会場として関西版
JETプログラムキャリアフェアを開催し、マッチ
ングの機会を拡大していく。
　最後に、JETプログラム終了予定者へのキャリ
ア支援の取り組みが各自治体、JET参加者そして
日本企業にとってより価値の高いものとなるよ
う、そして、これこそが日本の再興に道筋を付け
る一助となることを願って、結びとする。

JETプログラムの活用について特  集  

＝クレアの新たな取り組みについて＝
JETプログラムの活用促進に向けての魅力発信事業

①JETプログラム動画コンテスト【10月から実施予定】
　JET参加者およびJET経験者から、勤務先をはじめ、日本の地域の魅力を発信する動画の投稿を募
集し、インターネット上の特設サイトにて投稿された動画の人気投票を実施します。
　なお、優れた動画は2016年度に予定されているJETプログラム30周年記念イベントの会場で表彰し
ます。

②JETプログラム経験者里帰り事業【11月に実施予定】
　JETプログラム経験者（11人を予定）が任用団体へ里帰りし、ゆかりの地や関わりが深かった地元
の人々などを訪問します。滞在中および帰国後に、その様子を情報発信することによって、国内外に
草の根交流の大切さ、JETプログラムの魅力を紹介し、JETプログラムの知名度向上につなげるとと
もに、自治体とJET経験者のネットワークの強化を促進します。

JETプログラムキャリアフェア2015の会場風景 真剣な質問が飛び交う企業ブース
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はじめに
～東川町の国際交流～

　東川町は、北海道第二の都市である旭川市に隣
接した人口約8,000人の小さな町である。
　この小さな町にスポーツ国際交流員（SEA）を
含め８人（SEA１人・ノルウェー、ALT３人・ア
メリカ・カナダ、CIR４人・ラトビア・韓国・中
国・タイ）のJETプログラムによる人材が任用さ
れており、それぞれが役場や教育委員会に席を置
きながら町内で活動している。
　このような小規模な自治体で、これだけの人材
を任用しているのは稀ではないだろうか。
　これだけの人材を任用するには、町が力を入れ
ている「国際交流」に理由がある。
　東川町は国際的な交流と写真文化を通じ世界に
開かれた、自然と文化が調和する活力と潤いに満
ちた町づくりを目指し、1985年に世界でも類が
ない「写真の町」を宣言している。
　その中で数々の国際交流を行ってきた経緯があ
り、カナダのキャンモア町・ラトビアのルーイエ
ナ町とは姉妹都市提携を、また韓国の寧越郡とは
文化交流都市提携を結んでいる。
　近年では日本語研修生の受け入れも積極的にし
ており、韓国・中国・台湾をはじめタイ・ラトビア
などから研修生を募るなど、海外各国との交流が
盛んな町として歩みを重ねているところである。
　また、町の教育目標として「日本一の子育て・
教育のまちづくり」をめざす中で、「国際教育の
推進」という施策を設け、地球規模の視野と郷土
の歴史・文化の知識を習得するなど国際社会で活
躍できる人材の育成を目標にしている点からも、
英語圏はもちろんのこと、アジアも含めた優秀な
人材が必要であり、それぞれの国々との橋渡し役
としても町の国際交流にはJETプログラムの人材
が欠かせない存在となっているのである（※任用
終了後も交流が続いている）。

SEA（クロスカントリースキー指導者）
任用の経緯

　本町は大雪山国立公園を擁し、そのシンボルで
ある秀峰・旭岳には、夏は登山者や観光客、冬は
11月上旬ころから５月下旬ころまで雪に覆われ、
本格的なパウダースノーを求めて国内外からス
キーヤーやスノーボーダーがやって来る。
　また、旭岳クロスカントリーコースという優れ
たスキーコースがあり、毎年、全国から日本を代
表する選手や学生などが合宿で訪れており、「ク
ロスカントリースキーの聖地」となっている。
　しかしながら、本町には指導者の不在などで、
地元の子どもたちが本格的にクロスカントリース
キーに取り組むことはなかった。
　せっかく環境があるのに・・・という町の意向
などもあり、クロスカントリースキーを町の自然
環境を活かした冬季スポーツの普及振興の核とし
ていく方針が固まり、２年前にようやく「東川ク
ロスカントリースキー少年団（以下、少年団と記
載）」ができた。少年団ができると話はトントン
拍子に進む。期待は膨らみ、「わが町から、オリ
ンピック選手を！」という関係者も出てきた。
　そこで、白羽の矢が立ったのがSEAの存在で
あった。町としても子どもたちを育成していくな

東川町教育委員会生涯学習推進課生涯学習推進員　竹田　良和
東川町におけるSEAの活用について

【 JETの多様な活用事例 ～文化・スポーツ分野での活用事例（SEA）～ 】

2

少年団練習の様子（旭岳クロスカントリーコース） 
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ら世界の競技レベルを経験した指導者からの指導
を受けたいという要望があった。さらに言えば、
クロスカントリースキーの盛んな北欧、中でもオ
リンピックなどの世界大会で上位を占めるノル
ウェー出身者で国際大会などの競技経験を有し、
選手育成が可能なSEAの派遣を強く要望した。
　町の要望にあった人材が見つかるのか不安も
あったが、実際にそのような要望にも応えても
らったことからも、JETプログラムが持つ人材と
人脈は凄いとしか言いようがない。

SEAを活用した成果

　本町のSEAの活動は、少年団の指導がメイン
となっていて、平日の放課後や土曜日が練習日と
なり、大会などがある場合は当然帯同もしても
らっている。
　少年団の活動が２年目となり、SEAの指導が
始まった先シーズンは、近隣市町村のスキー大会
でも優勝者や入賞者が出るなど、さっそく成果が
あらわれている。
　特にさすがと思うことは、ノルウェーがクロス
カントリースキーでオリンピックなどの世界大会
で多くのメダリストを輩出しているだけあって、
年代別にトレーニングメソッドが確立されている
ということである。このメソッドを子どものうち
から、本格的に学べることは非常に大きいことで
ある。日本中どこを探してもこのメソッドは知ら
ないのである。まさに、少年団からオリンピック
選手が誕生するかもしれないと期待せずにはいら
れない。
　また、クロスカントリースキーは全身運動がで
きる冬季スポーツとして北海道ではポピュラーで
あるが、町内ではあまり取り組まれていなかった。
　しかし、SEAが来たことにより、幼児センター
や小学校の授業などでの体験会や歩くスキーサー
クルが誕生するなど、子どもやシニア世代の体力
向上対策にも広がりをみせている。
　さらに、少子化の問題やスポーツ離れの子ども
たちが増える中で、近隣市町村の子どもたちを集
めて技術指導の講習会なども行い、クロスカント
リースキーの普及にも貢献している。

　このようにSEAの活躍は多岐に渡り、クロス
カントリースキーを通した地域の活性化にもつな
がっているのである。

SEAの任用のご検討を

　2020年の東京オリンピック・パラリンピック
の開催が決定し、スポーツに対する関心は高く、
さまざまな競技種目において競技力の向上はもち
ろん底辺の拡大は急務であると言っていい。
　子どものうちから海外の専門的な知識を持った
指導者から指導を受けることは競技の専門的技術
の向上につながり、SEAとのコミュニケーショ
ンで得られる「国際感覚」を養うことは非常に重
要な意味がある（※実際にSEAと子どもたちは
片言の英語でコミュニケーションをする）。
　この制度は、国際交流を通じ日本のスポーツ界
を支えていく制度であり、多くの都道府県や自治
体などで有効に活用してほしいと願うばかりで
ある。

JETプログラムの活用について特  集  

大会終了後の１コマ

旭岳を背にスキー講習会の１コマ
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博物館の国際交流員（CIR）

　私は、九州の北部に位置する福岡県に配属され
ている。福岡県は日本列島の西の端にあり、九州
は日本の中で朝鮮半島や東南アジアに一番近いた
め、古代から外国との交流の玄関口だった。その
ようなこともあって、日本で数少ない国立博物館
の一つである九州国立博物館（以下、九博）は10
年前、福岡県の太宰府市に置かれることになった。
それまでは東京、京都、奈良の３地に、100年以
上の歴史を持つ国立博物館があり、いずれも独立
行政法人が運営を担っている。しかし、九博だけ
は新しい試みとして、独立行政法人以外に、地方
自治体である福岡県が共同で運営に携わってい
る。そのため、私を含め福岡県立アジア文化交流
センターという組織に所属しているCIRたちは、
九博にデスクを置いて仕事をすることになってい
る。九博には現在、中国、シンガポール、韓国の
アジア３か国から一人ずつCIRが来ている。
　役場や国際交流協会に勤めるCIRが多い中で、
博物館勤めのCIRがいるということに、他地域の
CIRたちはびっくりしている。そして次に飛んで
くるのが「どういう内容の仕事をしているの」と
いう質問である。そこで、九博のCIRとして私が
取り組んでいる業務について、これから具体的に
説明していきたいと思う。

CIRの博物館業務

　一番多い仕事はやはり博物館業務である。九博
は「日本文化の形成をアジア史的観点から捉える」
をコンセプトとする博物館のため、アジアの国の
文化、歴史、芸術を紹介する特別展を多数開催し
ている。そのため、海外に渡航しての現地文化の
視察、現地の博物館との文化財借用の交渉、関連
遺跡の調査、博物館同士での学術文化交流などに
おいて、通訳を担当している。逆に、海外の博物

館からの視察団を受け入れるときの随行や、海外
のお客様を視野に入れた館内表記の翻訳、国際シ
ンポジウムを開催する際のサポートなども行う。
　私は２年間、博物館業務にかかわる海外出張や、
外国視察団の随行など、さまざまな業務に携わっ
てきたが、どれもたくさんの学びをもたらしてく
れた人生の宝物になっている。

印象的な仕事

　特に印象に残っているのは博物館業務にかかわ
るチームでの中国出張である。日中関係の低迷に
影響され、博物館業界も打撃を受けたとはいえ、
私はこの２年間、業務での海外渡航歴が９回に及
んだ。頻繁なときは月１回のペースで行くことも
あった。一度の出張で何都市も訪問することが多
く、国土が広い中国では、現地での移動も飛行機

福岡県アジア文化交流センター国際交流員　崔
さ い

　英
あ や か

花（中国出身）

【 JETの多様な活用事例 ～文化・スポーツ分野での活用事例（CIR）～ 】

3 国際交流員としての博物館での仕事

現地の考古遺跡調査
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に頼ることが珍しくない。時には、コンタクト
レンズが目の中でパサパサになる。46度の高温
を誇るゴビ砂漠や、包丁が肌に突き刺さるような
感覚になる氷点下20度の北方地域に行くことも
あった。最初は慣れない長期出張、なじみのない
分野の通訳で、心身ともに疲れ果てた。特に古代
の文化財というものは、現在の生活とはかけ離れ
たものが多く、母国語で説明を聞いてもよくわか
らないことが多くある。さらにそれを日本語に訳
すということは、最初のうちは本当に至難の業
だった。
　今では、専門用語を覚え、出張に慣れてきたこ
ともあり、中国出張が待ち遠しい日々である。何
よりも展覧会の目玉になるような文化財を借用す
るために、度重なる交渉を経て、やっと出品が決
まったときの喜びはひとしおである。チーム全体
の協力があってこその成功であるが、その一員と
して少しでも力になったという達成感を感じるこ
とができた。

自主企画イベントと今後の展望

　こうした業務以外では、日本の都道府県で３番
目に留学生が多いとされる福岡県の特色を生かし、
CIR主催の留学生イベントを毎年開催している。
　この留学生イベントも大事な業務の一つである。
　留学生たちに博物館に興味を持っていただき、
当館のテーマであるアジアと日本との交流を理解
していただくために、毎年11月３日の留学生の日
には、イベントを開催している。定番の内容は、

展示関係の無料講座と展示室の無料観覧、そして
留学生同士の横のつながりを強化していただくた
めの交流会であるが、プラスアルファとして、昨
年は博物館に併設している茶室で生け花体験を実
施した。
　日本の伝統文化であるお茶、お花、着物の着付
けに強い興味を持っている留学生は多いものの、
体験できるチャンスが不足しているのが現状であ
るため、「このような留学生イベントは本当にあ
りがたい」と、参加者に非常に好評であり、とて
もやり甲斐を感じた。
　ただ、イベントに使用するスペースに制限があ
るため、参加者の定員を25人以上にはできない
こともあり、参加できずに残念に思う留学生が多
いと聞いた。
　そのような留学生の期待に応えるために、今年
度からは既存の留学生イベント以外に、留学生や
外国の方を対象に、特別展のテーマに合わせた新
規イベントをCIRと学芸員が共同で企画、実施
する方向で考えている。

博物館におけるCIRの役割

　博物館に勤めるCIRという立場で考えると、国
際交流にはさまざまな方法や形態があるように思
える。博物館という施設は、お客様あっての施設
であるため、博物館自体が立派な交流の場といえ
るのではないだろうか。その中で働いているCIR
は当然、その場に
いるだけで、日々、
広い意味での国際
交流に従事してい
ると言っても過言
ではない。その上
さらに、博物館な
らではの交流、つ
まり文化財を媒介
にした文化交流イ
ベントを企画する
ことができれば、
交流の幅は無限大
にも広がる。

JETプログラムの活用について特  集  

留学生イベントの生け花体験
特別展「中国王朝の至宝」３万人入場記
念セレモニー
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はじめに

　山梨県は東京近郊に位置しながら、富士山や南
アルプス、果樹など豊かな自然環境を有しており、
こうした魅力的な資源を活用した観光産業が、本
県の主要産業の一つとなっている。
　ここでは、観光産業でも本県のインバウンド施
策に関して、外国人観光客に関する現状とインド
ネシアからの誘客事業の概略を紹介し、インドネ
シア出身の国際交流員（CIR）が本県のインバウ
ンド施策、特に経済交流の分野でどのように活躍
しているか具体的に紹介したい。

山梨県における外国人観光客の状況

　本県ではインバウンドを主要施策に位置づけさ
まざまな事業を展開している。本県に宿泊する外
国人観光客は、2014年が約94万人泊（注）となっ
ているが、国籍別では、中国、台湾、香港の３か
国で６割以上を占めており、東アジアに集中して
いる状況である。

インドネシア事業を開始した経緯

　本県では、訪日観光客の増加が見込まれる東
アジアからの誘客を引き続き図っていく一方で、
ターゲットを多様化してさらなる誘客を図ること

とし、2012年度当時、まだ日本からのアプロー
チが少なかった東南アジアで誘客活動のトップを
走ることで、先行者利益を確保することとした。
ターゲットとなる国を決めるにあたりいくつかの
観点から分析を行ったが、結果的に、２億4,000
万人と世界第４位の人口を有し、経済成長が著
しく、さらには親日的であるインドネシアに注力
して、インバウンド施策を展開することとした。

インドネシア事業

　インドネシアを対象としたインバウンド施策に
おける本県の特徴的な取り組みとして、外国人観
光客の誘客を目的としながらも、観光分野のPR
に特化するのではなく、県産品などの産業分野や
学術・文化、スポーツなど本県のさまざまな資源
を活用した、分野横断的なPRを展開しているこ
とがあげられる。例えば、2013年度実施の知事
トップセールスの際には、観光業者へのPRに加
え、県産品輸出を目的とした関係企業へのPRや
学術交流を目的とした現地大学での講演、同国を
代表する航空会社との連携協定など、本県の認知
度向上を図るために複合的なPRを実施した。結
果、現在は、県産品の輸出に向けた手続きや現地
大学と県内大学間での交換留学が開始されるなど
の交流が生まれてきている。

国際交流員（CIR）の任用

　インドネシアを対象とした複合的なPRを可能
にしているのが、インドネシア出身のCIRのジェ
ニファー・サラ（以下、ジェニファー交流員）で
あり、本県のインドネシア事業における最大の成
果は、ジェニファー交流員の雇用によるもので
あったと言っても過言ではない。そこで、ジェニ
ファー交流員が、本県で具体的にどのような業務
を行っているか、ジェニファー交流員本人から紹

山梨県観光部国際交流課

【 JETの多様な活用事例 ～経済分野での活用事例（CIR）①～ 】

4 山梨県におけるインドネシア事業

富士山と芝桜
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介することとする。

国際交流員として働く楽しさ
（国際交流員：ジェニファー・サラ）

　「私の夢が叶った瞬間」それは、CIRとしての採
用通知を受け取ったときである。現在私は、CIR
として山梨県観光部国際交流課に勤務している。
主な業務は、インドネシアを対象としたインバウ
ンド事業の補助である。
　具体的な業務内容は、インドネシアとの折衝、
公文書の翻訳、トップセールス随行および通訳で
ある。2013年の知事トップセールスでは、イン
ドネシア大学で日本語を学び、日本にあこがれる
大学生約500人を相手に行った山梨県知事講演会
の司会を務め、また、2014年には、ジョグジャ
カルタ特別州知事に対して、山梨県の紹介を行っ
た。これらの仕事に携わる中で、非常に大きな達
成感を得ることができ、CIRとして働く楽しさを
学ぶことができた。

　インバウンド事業に携わる中で、CIRの役割
が非常に重要だと感じたことがある。それは、イ
ンドネシアのテレビ局を山梨県に招待したときの
ことである。山梨県のことを一人でも多くのイン
ドネシア人に興味を持ってもらうため、取材内容
をどのようにするか日本人スタッフとたくさんの
議論を交わし、インドネシア人としての感覚だけ
ではなく、日本に来て学んだ日本文化の知識を活
かし、日本とインドネシアの両方を知る私だけが
持つ視点から、インドネシア人が好む食事や観光
地、体験活動を選定した。また、インドネシアの

テレビ局とやりとりをする中で、山梨県側が見せ
たいところや発信したい情報と、インドネシアの
テレビ局が取材したい内容が異なったときに、両
方の意見を尊重しながら、お互いが納得するよう
調整をした。これらのことから、CIRの仕事は、
通訳や翻訳といった機械的な仕事だけではなく、
日本とインドネシアの文化の架け橋になることな
のだと実感した。そして、この架け橋こそが、こ
うした企画や交流事業を成功に導く非常に大事な
役割だと強く感じたのである。
　架け橋になると言っても、一方通行の橋では意
味をなさない。双方向に言葉の壁を取り除くだけ
ではなく、日本の文化やビジネスマナーをインド
ネシアに伝え、また、インドネシアの文化やビジ
ネスマナーを日本に伝えることが大切である。イ
ンドネシアには臨機応変に物事を変更できる柔軟
性があり、日本には用意周到な徹底した計画性が
あるという文化の違いがある。さらに、日本は先
進国であり、インドネシアを統治していた歴史も
あるため、インドネシア人から見ると、見下され
ているような気持ちを抱く人もいる。双方の考え
をうまく調和させ、両国の架け橋となるよう、こ
れからも努力していきたい。
　多くの仕事に携わる中で、インドネシア人の私
から見ると、仕事の進め方に戸惑いを感じる場面
や、本当にCIRとしての仕事なのかと疑問に思う
ときがある。そんなときは、「プロフェッショナ
ルとは、やらなければならない仕事を決められた
時間の中で最大限の力で仕上げることのできる人
である」という私の好きな言葉を思い浮かべる。
国際交流のプロフェッショナルとして、日本とイ
ンドネシアの架け橋となるべく、最大限の力で臨
んでいきたいという気持ちを奮い立たせるのであ
る。この言葉を知ってから、仕事に対する気持ち
を前向きに捉えることができるようになり、仕事
がより一層楽しく感じるように変わった。今後、
どんなに辛いときが来ようとも、国際交流のプロ
フェッショナルとして気持ちを奮い立たせ、CIR
として働く楽しさをさらに追求していきたい。

（注）出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

JETプログラムの活用について特  集  

インドネシア大学での１コマ
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はじめに

　私は、北海道の中央に位置し、札幌市に次ぐ第
２の都市である旭川市に初めてのモンゴル人国際
交流員（CIR）として採用されてから２年半が経
つ。世界42か国から参加している現役CIR364人
のうち、モンゴル人CIRはたった３人しかいない
が、そのうち２人が北海道にいる。彼らの代表と
して、旭川市とモンゴル国首都ウランバートル市
（以下、UB市という）との都市開発分野での技術
交流・経済交流およびCIRとしての関わりや仕事
のやりがいについて簡単に紹介したいと思う。

まずは、モンゴルについて「ふたこと」

　モンゴルと言えば大草原や遊牧民のイメージを
持っている方々が多いのではないか。しかし、大
自然の中で家畜を飼って生活する遊牧民は年々減
少し、その数は全人口の約３割に止まる。その反
面、UB市には全人口の半数近くが集中している
のが現状である。
　UB市は、その町並みの美しさから「アジアの
白い妖精」とも言われていたが、現在は「黒い悪
魔」に変身したとも言える。その主な原因は、自
然災害や社会変化に伴い家畜を失った遊牧民が職
を求めUB市へ流入したことである。1998年に
65万人であった人口が2012年には120万人を突
破し、当初50万人で想定してつくられた都市の
ため、とても収まりきれなくなった。地方から流
入してきた人々はUB市の郊外に「ゲル地区」と
呼ばれる移動式住居または小屋を建てて定住し、
その数が15万戸に至った。UB市と言えば世界で
最も寒い首都であり、冬はマイナス40度を超え
るときがある。そんな厳しい寒さを乗り越えるた
めに石炭ストーブを使うので、15万本の煙突か
ら同時に煙が吹き出される。これが街を黒く変え
た大きな理由である。一方、近年石炭をはじめと

する地下資源の開発により、経済成長率が伸び、
国は各種都市基盤強化に力を入れている。新空港
や地下鉄、市内の国立公園、高速道路整備、住宅
開発などのさまざまな事業が検討・実施されてい
る。しかし、不十分な法整備や人材不足のため、
既存市街地の隙間を利用した単なる「隙間開発」
になり、都市開発としては妖精ではなく悪魔にな
ろうとしている。これら都市問題や環境問題で
UB市は頭を悩ませていた。

旭川市の技術交流

　モンゴルではかねてより、「太陽道路」「太陽
橋」などの施設整備により、日本の高い技術が知
られている。そこで、都市インフラ整備や再開発
に関する課題解決に向けて、モンゴルと同じく寒
冷地である北海道旭川市と技術交流を始めたのが
2011年のことである。当時、政府間の事業とし
て国際協力機構（JICA）の「モンゴル国都市開
発実施能力向上プロジェクト」に旭川市の技監が
派遣されていたことを契機に、自治体同士で技術
交流を進めることになり「技術協定」を締結した。
これにより、旭川市は、同年からJICA草の根技
術協力事業を独自で実施し、さらに、翌年から自
治体職員協力交流事業（LGOTP）によるUB市
職員受け入れも開始した。

北海道旭川市国際交流員　ガンバット・アリウナー（GANBAT ARIUNAA）（モンゴル出身）

【 JETの多様な活用事例 ～経済分野での活用事例（CIR）②～ 】

5 技術交流とCIR

草の根技術協力事業でUB市へ派遣
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　また、行政のみならず造園業者や宅地開発業者
がモンゴルへ進出したことにより、民間レベルで
の交流も進展し、技術交流から経済交流にもつな
がった。

私の仕事

　こうした状況の中で、建築・土木の部門では
ほとんど素人の私にその責任重大な役割を果たす
使命が与えられたのであるが、言葉や文化の壁
より専門知識と専門用語の壁が大きかったとも言
える。
　来日する前の２年間「モンゴル国都市開発実施
能力向上プロジェクト」の秘書兼アシスタントを
務めた経験を頼りに、旭川市に来てからすぐに
UB市職員の専門研修の通訳業務に入った。もち
ろん初めから上手くいく訳がなかった。日本人に
とっては当たり前の社会と旭川市の当たり前の知
識、それから、言葉や国籍は違うが同じ分野の専
門家同士の間に立って通訳すること。最初は戸惑
うばかりだった。それに配属された職場は、ほか
のCIRが配属されている国際交流担当部署では
なく、私以外全員日本人で、CIRの配属経験のな
い都市建築部住宅課であったため慣れていないと
ころもあった。
　しかし、これらの壁は避けては通れない道であ
り、時間が経つにつれて同僚の優しさと自分への
厳しさで毎日が勉強になる充実した日々に変わっ
た。ここでは、技術交流と一言で言っているが、
都市開発分野は幅が広く、都市計画をはじめ建
築、土木、水道、下水、環境といったさまざまな
分野から構成されている。さらに設計から施工、
維持などで段階毎に分かれる。
　モンゴルの法制度や行政の仕組みが違う中で、
旭川市は具体的に土地区画整理や都市再開発事業
を中心に技術協力を行い、私が知る限り、これま
でに受け入れた研修員の数は延べ73人、旭川市か
ら派遣した専門家の数は延べ39人に上る。また、
UB市が旭川市の協力の下「UB市ゲル地区再開
発・土地区画整理ガイドライン」を策定した。さ
らに研修を終え帰国した研修員らが再開発担当部
署に戻り、旭川市で学んだことを活かしながら、

22か所を対象に35件の現場を動かしており、その
工事施工者の中には日本の業者も含まれている。
　このように、旭川市とUB市との交流の成果は
大きいものであり、これら事業に関わってきた一
員としては心から嬉しく思う。今後も引き続き日
本の都市計画・開発、再開発を参考に母国モンゴ
ルの良さを考慮したモンゴル風な都市開発を進
め、「妖精」に戻すのに少しでも役に立てたらと
思う。
　最後になるが、もちろんCIRとして学校や公民
館などを対象にモンゴル国のことや、その文化を
テーマに講演・講義を行い、旭川市民の中にたく
さんのモンゴル好きを増やすこともできた。
　一度だけの人生、二度と戻らない青春時代の３
年間を旭川で過ごしたこと、たくさんの出会い、
たくさんの思い出を作ってくれたクレアJETプロ
グラムの皆さん、旭川市の皆さん、モンゴル国
UB市の皆さんにお礼を申し上げたい。

JETプログラムの活用について特  集  

コンクリート圧縮強度試験の説明

旭川市内小学校にてモンゴルをテーマに講演
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はじめに

　2014年11月18日から19日にかけて「2014年
度外国語指導助手の指導力等向上研修」を開催し
た。英語（外国語活動）担当日本人教員（以下
JTE）114人（小学校16人、中学校69人、高校
29人）およびJETプログラム招致による外国語
指導助手（以下ALT）132人（小学校14人、中
学校90人、高校28人）が参加した。
　2014年度の研修日程の概略は表１のとおりで
ある。全体としては、ティーム・ティーチング（以
下TT）に関する内容を中心に、校種別、JTE/
ALT別、経験年数別などに分けた講座を設定する
ことで、それぞれのニーズに合うよう配慮した。
　2013年度までは、ややもすると講義型の講座
が多く、毎年同じような内容であるという意見が
経験年数の多いJTEとALTから聞かれたため、
2014年度はJTEとALTが共同して学習指導案を
作成し模擬授業を行う講座として、演習・協議
「TTの実践」を設定した。

演習・協議「TTの実践」の内容

　この講座の主な目的は、第１に児童・生徒のコ
ミュニケーション能力を育成するための実践的な
指導力の向上であり、第２に各JTE/ALTがもっ
ている教材の活用方法と授業におけるアイデアの
共有である。
　演習・協議「TTの実践」で模擬授業を行うに
当たって、次の３つのステップを設定した。
　まず、小・中・高の各校種においてモデルとな
るTTの授業のデモンストレーションを行った。デ
モンストレーションを行うJTEとALTは事前に
依頼しておき、普段の授業の一部を20分程度で実
演した後、10分程度で日頃の授業において心がけ
ていることなどについての質疑応答を行った。
　次に、校種ごとにJTEとALT各２人程度の班

になり、80分間で模擬授業の学習指導案の作成を
行った。普段TTを行っていない他校の者同士で
班を編成し、日頃の活動を互いに紹介し合いなが
ら学習指導案を作成できるように配慮した。教
材、単元の目標、単元の評価規準などについて
は、予め主催者が作成した。「本時」については、
TTで行うこととし、本時の目標を踏まえた指導
過程を参加者が作成した。
　学習指導案作成後、学習指導案を基に80分間で
TTの模擬授業を行った。模擬授業の時間は１班
当たり15分程度とし、模擬授業後に５分程度で質
疑応答を行った。

参加者の感想

　研修後のアンケートによると、演習・協議「TT
の実践」に関して高い評価が得られた。参加者の
主なコメントは下記のとおりである。
（JTE）○実践を沢山積んでいるALTだったので

次々にアイデアが出てきて驚いた。ほ
かのグループの模擬授業を通して、１
つの単元であってもさまざまな指導法
が考えられることが分かった。
○�ほかの学校がさまざまな実践をしてい
ることが分かり、非常に意義深かった。
ALTが ｢本時のめあて｣ を十分に理解
しているのにも感心した。
○�他校のALTとこれ程じっくり話す機会
はないので楽しかった。既習の文法や

福島県教育庁高校教育課指導主事　瀧本　基

【 JETの多様な活用事例 ～外国語教育分野での活用（ALT）①～ 】

6 JTEとALTのコラボレーションによる
TTの改善を目指して

TTの学習指導案を作成するJTEとALT
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表現を意識しながら授業を組み立てる
ことができた。ALTとのTTでも文法
指導ができることを実感した。

（ALT）○興味深いゲームや指導法を交換できた。
また、来年もやりたい。TTでJTEと
の違ったコミュニケーションの取り方
が分かった。学校に戻って生徒に早速
還元できそうだ。

○�全く知らないALTやJTEと組むアイデ
アはとてもおもしろかった。さまざま
なアイデアや発表法の交換ができた。
１つではなく、さまざまな文法のポイ
ントを盛り込めばさらによかった。JTE
と議論がもっとできたらよかった。
○�普段レッスンプランを立てることのな

いALTにとっては、何ができるか示
し、練習する良い機会となった。１時
間でよいプランを立てることができる
と分かった。もっと少人数の方がさら
によかった。

研修を振り返って

　研修後のアンケートによると、「最も有益で興
味深かったワークショップ」に演習・協議「TT
の実践」を挙げた人数がJTE、ALTともにトップ
であり（表２）、所期の目的は達成できたと考えて
いる。しかし、班編制や教材の提示の仕方などに
ついて、改善すべきだという意見もあったので、
今後、実際の授業に役立つようにさらなる改善を
図りたい。

JETプログラムの活用について特  集  

基調講演

JTE計

講義・演習等 TTの実践事例発表 TTの実践 異文化・国際理解
0
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3434
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ALT 計

１日目 2日目

表２：最も有益で興味深かったワークショップ（複数回答）

JTE
ALT

小 中・高

１
日
目

午 
前

開　会　式

TT等に関する講義・
演習【指導主事等】

基調講演【大学教授】

午
後

言語活動の充実に関する講義・
演習【JTE】（中高別）

新規招致ALT：TTに関する講義・演習【ALT】
再任用ALT：TTに関する研究協議【ALT】

TTの実践事例発表【JTE＆ALT】

２
日
目

午
前 TTの実践に関する演習・協議　（デモンストレーション／指導案作成／模擬授業）

午
後 異文化理解に関する講義【クレア派遣講師】 国際理解教育に関する講義【県CIR等】

閉　会　式

表１：日程概略
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はじめに（本市の概要）

　宇治市は京都府の南部に位置し、平等院、宇治
上神社などの世界遺産をはじめ、黄檗山万福寺、
三室戸寺、橋寺など多くの文化遺産を有してい
る。また、源氏物語宇治十帖の舞台としても知ら
れており、茶の香ただよう街は、日本最高の茶と
しての宇治茶の産地でもある。
　本市には、22の小学校、10の中学校があり、
児童数は約１万人、生徒数は約５千人の規模を有
している。とりわけ本市では、施設一体型と施設
分離型の２つの形態で、小中一貫教育を積極的に
推進している。

本市におけるALTの変遷

　本市は1991年にALTの配置を開始し、友好都
市であるカナダ、ブリティッシュコロンビア州の
カムループス市から、市の選考を受けた青年１人
を迎えた。契約にあたっては、1987年から開始
されたJETプログラムの任用マニュアルなどを大
いに参考にさせていただき、本市での活用形態に
ついても、JETプログラムに準じたものとした。
　その後、外国語教育の重要性から順次、ALTの
雇用人数を増やし、昨年８月には、10人すべてを
JETプログラムのALTとして採用した。
　現在では、小中一貫教育の観点から10中学校
の各ブロック毎に１人のALTを配置し、それぞれ
のブロック内の中学校と小学校において各ALT
が教育活動を行っている。

本市ALTの活用形態

　本市ALTは、月曜日から金曜日まで各学校で勤
務しており、原則として毎週水曜日の午後は、市
教育委員会で担当指導主事などによるミーティン
グおよびワークショップの日としている。ミー

ティングでは、担当指導主事などからの連絡事項
や各学校での様子などの報告や日常生活面での相
談なども受けている。ワークショップでは、それ
ぞれのALTが授業で工夫した点や教材の交流や
研究会を行っている。

実際の活躍場面から

　10人のALTは、それぞれの個性を生かしなが
ら、次のような教育活動に励んでいる。

（１）工夫を凝らした授業
　現行の学習指導要領により小学校では、2011
年度から５年生と６年生に週１時間の外国語活動
が取り入れられた。目標は、外国語を通じて、言
語や文化についての体験的な理解を深めたり、積
極的にコミュニケーションを図る態度の育成、外
国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませること
となっている。
　本市では、ALTの着任時に本市の教育概要や教
育方法論など各分野にわたっての市教委独自の研
修を実施している（別表）。それらを学んだ後に、
各学校で学級担任とティームティーチング（以下
TT）方式で、工夫されたアクティビティを用い
ながら授業を行っている。また、他学年の外国語
体験的な授業も行っている。
　特に小学校段階では、ネイティブの発音を聞
くことが発達段階上、非常に重要なこととされ、
ALTから直接聞くことは、英会話の重要な基礎づ
くりとなっている。
　そして、アンケート調査の結果から子どもたち
は、外国人であるALTと会話のできる外国語活動
の時間が非常に楽しいと答えている。

（２）さまざまな教育活動に参加
　授業以外でも次のようなさまざまな教育活動に
参加しており、教職員や子どもたちからの評価は

宇治市教育委員会学校教育指導主事　川野　智

【 JETの多様な活用事例 ～外国語教育分野での活用（ALT）②～ 】

7 宇治市で活躍する英語指導助手
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高い。
○�幼稚園にも計画的に訪問し、園児と遊びを通じ
て英会話や外国への理解を深める活動を行って
いる。
○給食を児童と一緒に食べる。
○校内放送で明日の予定などを英語で伝える。
○クラブ活動に参加する。
○�全校遠足で英会話によるオリエンテーリング
ゲームを行う。
○清掃活動を子どもたちと一緒にする。
○運動会や文化祭への参加。
○�子ども向けのALTレターの発行やALT壁新聞
の掲示ほか。
○ふれあい教室での授業
　ふれあい教室（登校が困難な児童生徒のため
の教室）で、ALTによる外国語の授業を行った
が、子どもたちの反応はすばらしく、ALTの巧
みな語りで外国への憧れを胸一杯に抱く授業と
なった。
○外国語活動研修講座への参加
　本市では、教員向けの外国語活動の研修講座
や公開授業講座を実施している。ALTは、研修
講座で英会話の講師を務めたり、公開授業講座
で日本人教師とTTを行ったりしている。

（３）市民とのふれあいで
　本市のALTは、学校や幼稚園以外にも市民や各
種行事でも活躍している。
○市民向け英会話講座の講師
○各種翻訳業務

○国際サミット視察対応用動画への出演
○�京都市で行われた世界遺産の国際会議での本市
市長の通訳
○�図書館で、子ども向けに英語絵本の読み聞かせ
市民講座の講師

おわりに

　すべてのALTは本市の職員としての自覚のも
と、教育活動や市民への幅広い活動に対して、大
変前向きな態度で臨んでいる。児童生徒はもとよ
り、多くの宇治市民が英会話や諸外国についての
知識・見聞を広めてきており、本市におけるALT
の存在意義は大きい。
　このように優秀で、わが国に対して興味関心を
抱きながら教育に大変熱心な青年を招致している
JETプログラムのさらなる発展を切に期待するも
のである。

JETプログラムの活用について特  集  

勢揃いした10人の宇治市のJET ALT

別表：宇治市教育委員会主催の夏期研修会プログラム

Content 日 9:00～ 10:00～ 11:00～ 13:30～ 14:30～ 15:30～
AET Duties & Responsibilities (Guidelines-Uji) 8月8日 Bank ○ Meeting Bank
Life in Japan 8月8日 ○ ○ Meeting
Kindergarten Education / System (Uji) 8月20日 ○
Uji City Integrated Curriculum System 8月20日 ○
Music, Arts (etc…) Classes 8月20日 ○
The Japanese Education System 8月20日 ○
Uji City Junior High Schools 8月25日 ○
Uji City Emergency and Safety Education (post 3/11) 8月25日 ○
Special Needs Classes 8月25日 ○
Japan (General) Academic Level / Uji City Academic Level 8月26日 ○
Uji City Elementary Schools and Moral (Ethics) Education 8月26日 ○
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　ここでは、JETプログラムの３つの職種のうち、
主に学校で勤務するALT（外国語指導助手）に焦
点をあてた。
　JETプログラムの92％はALTであり、現在全
国に約4,000人以上が配置されている。
　クレアでは、今後ALTの数をさらに増やすこと
を考えているが、同時に研修や出版物、資格取得
や日本語講座のさらなる改善を通したALTの資質
向上に力を入れている。
　今年の２月には、２週間にわたり全国のALTを
対象に、JETプログラムについて多岐に渡りアン
ケートを行ったところ、約2,200人のALTから回
答を得た。
　多くの貴重な提案や意見を得ることができたの
で、今後のプログラム改善の参考にしたいと考え
ている。
　また、２月27日には、全国から10人の現役ALT
と２人の日本人英語教師を招き、クレアにおいて
ALT意見交換会を開催した。
　この意見交換会では、事前のアンケート結果を
基にJETプログラムをどう改善していくかを議論
し、多くの有益な意見が出たので、いくつか紹介
したい。

●コミュニケーション
　訪問する学校が多いALTほど、担当教員とのコ
ミュニケーション不足に陥る傾向が強く、特に小
学校においてはそもそも英語教師がいないことか
ら、学校現場ではALT・担当教員ともに何らかの
難しさを感じている。
　打合せでよく使うフレーズ集などの冊子を教育
委員会で作成し、各校に配付するという考えも紹
介された。

●SDC（外国語指導力等向上研修）
　日本人担当教員のさらなる参加を求める意見が
多く出された。

●日本語講座
　上級コースがなく簡単すぎる、使い勝手が悪い
といった意見が多く出された。これを受けて、ク
レアでは今年度上級コースを再び提供し、さらに
受講生にとって使いやすいシステムに改善して
いる。

●TEFL（英語教授法）
　より効果的にティームティーチングを行うため
には、TEFLなどの資格は極めて重要である。一
方で、TEFL助成制度を利用するALTは減少傾向
にあり、修了者も60％程度に留まっている。ク
レアでは、より多くのALTがTEFLを取得できる
よう、今年度さまざまな制度改定や広報に力を入
れている。また、TEFLと同様JLPT（日本語能
力試験）取得を望む声が多いため、今後JLPT取
得補助制度も検討したい。

●その他
　ホームページ掲載の出版物が探しにくいという
意見が出された。現在、ホームページを全面的に
改良し、よりわかりやすいものを提供する予定で
ある。
　勤務評定については、評定する基準をより明確
にすべきであるとの意見が出された。

ALTのさらなる資質向上に向けて

　今後、日本の学校現場においてALTはますます
重要となっていき、ALTのさらなる資質向上が求
められる。
　クレアでは、今後もさまざまな意見を聞き、よ
りALTが力を発揮し、任用団体の期待に応えられ
るようプログラムの改善を図っていきたい。

（一財）自治体国際化協会JETプログラム事業部研修・カウンセリング課

【 ALTの一層の活用に向けて ～ALT意見交換会報告～ 】

8 ALTのさらなる可能性


